第１回河原地域振興会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　　平成２７年４月２４日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後３時３０分から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所　　河原町総合支所　第６会議室

〔出席委員〕

小谷　加代子、倉信　敬、竹内　文彦、坂本　悦子、河毛　寛、竹田　賢一、渡邉　初子奥谷　仁美、安養寺　幸男　以上９名

〔欠席委員〕

西尾　純、楮原　典子、安木　均
〔事務局〕

窪田支所長、西尾副支所長、寸村水道局河原営業所長、長谷産業建設課長、谷口市民福祉課長、前田地域振興課課長補佐

会議次第
１　開　会
２　あいさつ
３　自己紹介
４　会長・副会長の互選

５　会長・副会長あいさつ

６　報告事項

（１）山手・布袋の工業団地の状況についてほか・・別紙資料（企業立地・支援課）

（２）平成２７年度総合支所の体制について・・・・・【資料１】

　（３）平成２７年度総合支所の予算について・・・・・【資料２】
　（４）総合支所整備（耐震化）の推進について・・・・【資料３】

　（５）鳥取市新市域振興ビジョン（推進計画）について・・【資料４、資料４-１】

７　協議事項

　（１）地域振興会議（ブロック会議）について・・・・【参考１】
８　その他
　（１）元気な中山間地域づくりに役立つ補助事業一覧（H27年度版）・・・【参考２】

９　閉　会

事務局
今日は、昼から合同会議もあり、大変お疲れのところですが、第１回の河原地域振興会議を開催します。
会長・副会長が決まりましたら、進行を会長の方でと思いますが、その間、事務局が進行させていただきます。

支所長あいさつをお願いします。
支所長あいさつ（略）
事務局

初めてですので、自己紹介をお願いします。（略）
会長・副会長の互選に入ります。

委員

事務局案はないのですか。

事務局

会長は竹田さんにお願いしたいと思っているところですが、いかがでしょうか。
・会長　竹田賢一さんに決定

副会長はまちづくり協議会の５名の中から、出ていただいたらと考えています。
・副会長　小谷加代子さんに決定

会長・副会長あいさつ（略）
会長
報告事項１について説明してください。

企業立地・支援課
山手・布袋の工業団地の状況について資料１で説明
会長

工業団地について質疑があればお受けします。
委員
非常に良い計画だとは思いますが、今までに誘致企業がうまくいってないところが多くあります。今回の誘致企業に関しては、一切工事金等の助成はないと考えてよろしいですか。
企業立地・支援課
おっしゃられているのは、オーダーメイド型で市が工場を建設するというお話だと思いますが、今回それはございません。造成は市が行いますが、自前で用地を購入していただき、工場を建てていただく予定にしています。おっしゃるとおり、過去に操業がうまくいかなかった誘致企業の事例もございます。そういう反省も踏まえまして、昨年度からは、誘致企業にある程度基準を設けさせていただいています。企業にアプローチする際は、信用情報を必ず得るようにしていて、そこで、企業の信用度が低い、具体的に申し上げますと、帝国データ―バンクの評点が５０点以下のところは再検討というような形で考えています。
今回、河原に２社誘致することになりますが、いずれも優秀な企業でございます。売上規模、企業の信用度、このあたりもかなり高い得点の企業でございますので、末永く河原地区で操業していただき、更にご発展いただける企業だと思っています。
委員
どうしても、飲料となると、水では何回か傷が癒えてない部分がありますので、そのあたりをなんとか、また、誘致して終わりではなく、その後の動向も見ていただきたいです。町ぐるみ、県ぐるみでそこの企業を育てていくことも大事ですので、商工会等も利用していただければ良いと思います。商工会としても、早く馴染んでいただくよう思っています。
企業立地・支援課
今回進出します「株式会社　イナテック」さんですが、地元との交流を望んでおられます。今まで、愛知県内だけで工場を３カ所持っておられましたが、今回はるばるここまで来ていただくということで、地元の文化や風習など早く馴染みたいというお話です。ぜひ進出した際には、町内会等に入れていただいて、地元の行事にも積極的に参加する意向を持っておられますので、ぜひ、そのあたりも頻繁に交流していただくことによって、会社の状況を皆様方におわかりいただけると思いますので、そういう形で進めさせていただけたらと思っています。
委員
県外の企業なので、上の方など何名か来られると思いますので、宅地や民家など、そういうサービスも併せて行った方が、より住みやすくなり、馴染みやすいと思いますので、そういうことを心がけていただけたらと思います。
委員
開発公社の説明では、飲料水という説明はなかったです。食品でどちらの冷蔵庫を開けてもあるような有名食品メーカーだということでした。
今初めて、飲料水ということを聞きました。
メーカーさんもよくご存じでしょうが、河原の下水処理場が布袋にあります。布袋部落は定期的に飲料水に井戸水を使っているところが多いので、下水処理場が出来た時から検査しています。全然問題ないですが、あれだけ吸い上げられると、我々が使っている飲料水は大丈夫でしょうか。
企業立地・支援課
地下水を利用するにあたりましては、事前に揚水試験を行う予定にしています。実際に汲みあげてみて、周辺に影響が及ぶようでしたらこの計画は中止になる可能性があります。

委員

澤谷ゴムさんあたりは、ずいぶん水を使っていますが、布袋部落は今のところ影響ないです。
それと、もう一つは、どんどん話が進んでいるようですが、一度しか説明がないです。

西円通寺のOKが出たら、更に説明に伺いますというお話でしたが、それから何カ月もたちますけど、一反いくらとかいうことも同意していません。

会長
私の方から申し上げます。イナテックの誘致の代替地として稲常橋附近の河川敷をグラウンドとして整備していただくわけですが、稲常橋の下も整備していただくと、うれしいなと思います。図面を見ると、橋を除いて上側に整備するようになっていますが、雨が降った時や、夏など、橋の下で休憩できるようにしてほしいです。橋を除いて上になると休憩する場所がないので、できれば、橋の下まで整備していただきたいです。
それから、従業員を１００名程度雇用されるということで、大きく考えれば鳥取市全般ということになるかもしれませんが、できれば河原町の方を優先的に雇用していただくようにお願いしたいです。
それから、もう一点は、水の件です。先ほど話がありましたが、鳥取市は千代川の水を取って濾過しています。あれも、いろいろ論議があり、良い水だから、濾過しなくても良いという論議もありましたが、調査したら、やっぱり濾過した方が良いということで、するようになったわけです。調査してみて、もし、ダメなら、逃げられるような可能性はあるのですか。
企業立地・支援課
計画がダメになる可能性があるとすれば、地下水を揚水した際に周辺に影響が出るということだろうと思っています。水質につきましては、ある程度、周辺の井戸水のデータを送っていて、非常に高い評価を受けています。
会長
では安心だと、だいたい決まったということですか。
企業立地・支援課

何段階か、高さを切って揚水試験をした方が良いと思っています。
会長

両社とも、河原町の人を優先して採用していただくようにお願いしたいと思います。

そのほか、ございませんか。

委員

稲常のグラウンド整備ですが、駐車場はきちんと整備されるのでしょうか。
企業立地・支援課

グラウンド整備に当たりましては、グラウンドゴルフをされている皆さんが、月に１回程度かなりの人数が来られて大会を行っていると伺っています。皆さんがおそらく車で来られるということになりますので、駐車場の整備も念頭に入れながら整備を進めていきたいと思っています。
委員
芝生ですか。
事務局
真砂土を引いて、押さえるだけのようです。２年間だけの代替地です。
会長
この件につきましては、終了します。どうかよろしくお願いします。
続けて２、３、４、５と行きます。
事務局
資料１について説明
事務局
資料２について説明
資料３について説明

資料４について説明

資料４－１について説明

会長
２．３，４，５と続けて報告いただきました。何か、ご質問がありますか。
委員
２１ページのめざす将来像の策定はいつですか。
事務局
ビジョンの策定は、平成２６年８月です。表に策定年月日を入れています。
会長
そのほかありませんか。なければ、私の方から事業についてお尋ねします。
八上の公民館の改修は、多額の費用がかかります。西郷は新築して１７百万円で済みます。
事務局
西郷地区公民館は、設計費用だけです。
会長
４５百万円くらいであれば、新しくなりませんか。
事務局
なりません。やはり、整備費等を比較検討して決定されています。
会長
上山手の集会所はあります。
事務局
新築だけではなく、改修費などもあります。そういうのにかかる費用の３分の１で
１千万円までの制度があります。
事務局
上山手は、地区会館の下の駐車場に使っているところに新しく整備される予定です。

会長
上にあるのに、また造るということですか。
事務局
そうです。

会長
今までのを壊してですか。
事務局
壊すかどうかは、確認しておりませんが、新しく造りたいという地元の希望の中で、向かっている事業です。
委員
この間も、有料の建物をどう活用していくかという話があり、市の建物もかなりありますし、ここら辺のことは、予算もあって財布の中身も決まっているのでしょう。
事務局
地区の集会所は、原則、無償譲渡や無償賃貸借になり、地域で管理していただくようになりますので、行政財産ということにはならないようです。
会長
総合支所の関係は、これから考えるということですね。
事務局
そうです。今プロポーザル、業者選定を出しているところです。そこが、基礎的な調査をしていくことになります。ただ、この会では、具体的に言いますと、前の地域審議会の委員さんはご存じだと思いますが、この本庁舎は、耐震がアウトです。第２庁舎は、新耐震ですので、ある程度まで地震に耐えられます。ただそれが、調査をしたら、構造体Ⅱ類にする、ここに１．２５倍というのがあります。つまり、そのままで使えるかどうかは、また別の話です。ですから、その辺も含めて地域振興会議の中では、河原としてはどうするのだということです。これをそのまま耐震改修して使っていくのか、または、第２庁舎を耐震改修して、本庁舎を取り壊すのか、中央公民館と複合化ということは、できないと思いますが、そういうことも可能かどうなのかということを、早いうちに方向性を出したいと思っています。
委員
それは、この会が出すのですか。
事務局
会ということではありません。意見をいただくということです。
委員
これは、合併特例債は間に合わないのではないですか。
事務局
間に合うようにするということです。３０年度までにはするということです。

委員
急がないといけません。
事務局
ワンフロアで対応できていない総合支所は、河原だけです。他の支所は、産業建設課、市民福祉課、地域振興課があってワンフロア対応ができています。隣に良い建物がありますので、皆さんにご意見をいただき、早いうちに方向性を出して、ワンフロア対応するのが望ましいというように思っています。これを耐震改修するとしたら、軽く１億数千万円かかります。第２庁舎に動くとしても、５千万円くらいはかかると思います。本庁舎を壊すとしたら、５、６千万円かかるだろうと思います。本当に必要な部屋を必要な数だけ残して、耐震整備をしていくということが、今後必要になってきます。
委員
いくら合併特例債があるとしても、全体の予算があります。各支所が七つもあります。そこの総合的な金額というのもあるでしょうから、河原だけがどんどんということもいかないのではありませんか。
事務局
そのとおりです。ただ、方向性が出た早いところからしていくということです。ですから、使うべきものは、使えるように整備をしていき、皆さん方にご不便をおかけしないように早いうちに方向性を出していきたいと思っています。今後、コンサルが調査に入ります。
会長
まず、整備費の比較検討を出してもらいたいです。
事務局
８つの支所で全て状況が違いますので、それぞれの置かれている状況の中で考えていかないといけません。その辺のところを早く方向性が出れば早く予算がついて動くということになりますので、今年度中にしっかりとお示しして、ご意見をいただき進めていきたいと思っています。
会長

中央公民館はどうですか。

事務局

中央公民館の議論は出ていません。中央公民館は、講堂の部分が少し悪いだけで、簡易耐震の結果は結構良いようです。講堂には７千万円くらいかかるようですが、あとはそれほど悪いことはないと聞いています。中央公民館は、生涯学習スポーツ振興課が主体になり、支所機能と中央公民館を複合というのは考えにくいと思っています。
ただ、支所によってはそういうこともあり得るかもしれませんが、河原では難しいと思います。そういうことも含めて、案を出して皆さんのご意見をいただき進めたいと思っています。
会長

その他ないでしょうか。

委員
都市整備部と経済観光部は管轄ではないと言われましたが、ここにいて、どういう仕事をしているのですか。我々商工会としては、関係あるのかないのか、事業がどうなのかわかればありがたいです。
事務局
経済観光部の河原拠点地域振興センターは、今は、工業団地の整備だけです。
委員
都市整備部も同じですか。
事務局
都市整備部は、中規模の工事を南ブロックエリアで行っています。センターの方は、工事ではなくてソフト面の窓口ですし、南工事はブロック単位で中規模の工事を担当する部所です。
委員

経済観光部ですが、そういうのではないと理解すれば良いということですね。

会長
これで、６番の報告事項は終わります。

協議事項に入ります。

事務局
１つだけ協議事項を設けさせていただいています。

地域振興会議（ブロック会議）についてということですが、参考１を付けさせていただいています。
今日の合同会議の中でもブロック会議ということが出ていましたが、本庁の地域振興課としては、個別の河原だけ、用瀬だけということではなく、できるだけ広いエリでの交流、話し合いも進めてもらいたいという思いがあります。このブロック会議は、ここでは南ブロックになります。本庁の担当課としては、年に３回から５回ぐらい持つようにということです。基本的にこのスケジュールを見てもらうと、この地域振興会議は議会がある月を除いて毎月、年に８回開催するような計画が持たれています。これまでの地域審議会でも年に８回開催しています。この地域振興会議（ブロック会議）をどのような形で持っていくかということを南ブロックの支所長、副支所長で事前に相談させていただきました。
事務局としての案を持たせていただいております。それを皆さま方に説明させていただいて、よろしければそういう格好で行こうかと思っています。ブロック会議をするにしても、それぞれの３つの支所に同じ議題があって、協議するようなことは現時点でなかなかいかないです。ただ最低でも年に１回くらいはするべきではないかということです。まずそれぞれの個別の会議に慣れてからが良いのではないかということで、８月に会長会議というのがありますが、そのあとにブロック会議をさせていただきたいと思います。中身は
共通の協議事項が出てくれば、それも入れれば良いですが、河原は今まで、可燃物の話しや、工業団地の話は逐次説明は聞いています。用瀬、佐治は全然と言ってよいほどそういう情報はありません。そういう中で、用瀬、佐治にも、全市的な話ですので可燃物の状況や、工業団地の今の状況を研修会的にブロック会議をまず河原から開催して勉強してもらうという格好でどうでしょうか。その後、もし一緒にブロック会議をした方が良いということがあれば、共通の議題が出てくれば、それはそれで考えれば良いというようなところです。当面は、８月にブロック会議を河原でさせていただきたいということで３つの支所で協議したところです。
委員

今、支所長が言われたように、年１回ぐらいで、共通の議題と言ってもなかなかしゃべれないでしょうし、会長が情報交換されるくらいのところはあっても良いですが、全部の委員が揃って何回も出なくても良いと思います。
委員
言われるように、各地区が抱えとる問題はそれぞれ違いますので、そこは無理して一緒にする必要はないと思います。

事務局
本庁としては、市の一体感をまとめていきたいという思いは、ずっとありました。

委員
鳥獣駆除くらいは、まとめても良いとは思います。

事務局
そういう議題を共通にしても良いかも知れません。そういうご意見をいただきながら、もしあれば、随時、検討していくというようなことで進めさせていただきたいと思います。
委員
一つ提案ですが、庁舎の耐震化の検討を年内にということで、先ほどワンフロアにしたいということをお考えのようです。ほかの支所がどのような感じでワンフロアになっているか見学させていただいたら、イメージが沸くかも知れません。

事務局

一番ワンフロアで新しく動いたのは、国府の総合支所です。国府の支所は、古く、殿ダム事務所の後に動きましたので、視察を計画させていただいても良いかと思います。
７月くらいにでも、昼から視察して、帰ってから振興会議ということで、また検討させていただきます。
委員
庁舎の職員の人員もどうなるかということや、本庁が支所の役割をどのように考えているのか併せて考えないといけません。

事務局
あまり将来のことを考えすぎると、今の耐震の話ができないので、基本的に今の人員で整備を考えるということになっています。支所の統廃合ということがあれば別ですが、今の人員配備で支所の機能を持たせられるものを考えていこうということになっています。５年、１０年後にはわからないです。
委員
でも、何年か先に支所が廃止になったらムダ金になります。確約で１０年なら１０年という目標で、その次の１０年という延ばし方の流れの中でやっていかないと、何のために耐震工事するのかということになります。そこの基本理念はしっかり持っていただきたいです。
事務局
深澤市長は、支所は残す、必要な部署だということを明言していますし、この耐震化すること自体もそういう気持ちの現れです。人数については、市の職員全体で、行財政改革という部分では、職員数はなんらかの形で適正な規模に持っていくということがあります。今は、まだ多い状態です。そういう中で、今の支所の体制は、これ以上減らすと防災や、そういう部分で支所が対応ができなくなりますということを、ある程度理解していただいています。今年の異動でも、支所の職員数が減ったということはありませんので、そういう部分では現状の体制で考えていきたいと思っております。
会長
話を戻しますが、ブロックの会合は必要であれば当然すれば良いです。

事務局
次の地域振興会議ですが、５月１３日（水）午後３時からということでお願いします。
会長
以上で第１回河原地域振興会議を閉会します。
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